
全
国
平
均
と

比
べ
、

中
央
区
５
世

帯
に
１
世
帯

も
の
異
常
な

滞
納
世
帯
数

区
内
の
国
保

加
入
世
帯
う
ち
、

高
す
ぎ
る
国
保

料
を
支
払
う
こ

と
が
出
来
ず
に

滞
納
し
て
い
る
世
帯
は
、
つ
ね
に
加
入
世
帯
の
２
０

％
を
超
え
て
い
ま
す
。
全
国
平
均
（
約
15
％
）
と
比

べ
て
も
、
中
央
区
の
実
態
は
異
常
で
す
。
（
表
②
）

と
こ
ろ
が
、
中
央
区
は
、
今
年
、
国
保
会
計
へ
の

補
助
を
２
億
円
も
削
減
し
ま
し
た
。
高
す
ぎ
る
国
保

料
は
、
区
民
の
く
ら
し
を
苦
し
め
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
滞
納
者
を
増
や
し
、
最
悪
、
無
保
険
者
生
み
出

す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
医
療
保
険
制
度
の
持

続
性
を
揺
る
が
す
深
刻
な
問
題
で
す
。

くらしや区政のご相談
お気軽にお電話ください
３５５１－６８２０（事務所）

３５３３－０５８３（自宅）

こんにちは

加藤ひろし
です
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くらし・福祉を守るため
高すぎる国保料の引き下げを

所
得
は
低
い
の
に
保
険
料
は

い
ち
ば
ん
高
い

左
の
表
①
を
見
て
下
さ
い
。
１
９
９
８
年

か
ら
２
０
１
７
年
の
20
年
間
（
国
保
会
計
決

算
）
で
、
中
央
区
民
一
人
あ
た
り
の
国
保
料

は
７
８
、
８
２
８
円
か
ら
１
２
８
、
５
１
２

円
と
１
・
63
倍
に
も
負
担
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
政
府
の
試
算
で
も
、
中
小
企
業
の
労
働

者
が
加
入
す
る
協
会
け
ん
ぽ
の
１
・
３
倍
、

大
企
業
の
労
働
者
が
加
入
す
る
組
合
健
保
の

１
・
７
倍
と
い
う
水
準
で
す
。

東
京
23
区
に
住
む
給
与
年
収
４
０
０
万
の

４
人
世
帯
が
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
た
場
合
、

保
険
料
の
本
人
負
担
分
は
年
１
９
・
８
万
円

で
す
が
、
同
じ
年
収
・
家
族
構
成
の
世
帯
が

国
保
加
入
者
だ
と
保
険
料
は
４
２
・
６
万
円
、

じ
つ
に
２
倍
以
上
の
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
こ
の
25
年
間
に
国
保
加
入
世
帯

の
平
均
所
得
は
２
７
６
万
円
か
ら
１
３
８
万

円
に
半
減
し
て
い
ま
す
。

表①

表②



厳
し
い
滞
納
処
分
、

差
し
押
さ
え
の
強
化
と
増
加

今
年
８
月
末
現
在
の
中
央
区
の
滞
納

世
帯
、
５
、
９
３
７
世
帯
の
所
得
階
層

（
賦
課
の
基
礎
）
は
、

２
０
０
万
円
以
下
３
、
１
８
９
世
帯
、

２
０
０
万
～
４
０
０
万
円
７
０
３
世
帯
、

４
０
０
万
円
超
４
０
２
世
帯
、

不
明
１
、
６
４
３
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、

滞
納
世
帯
の
65
％
強
が
、
賦
課
の
基

礎
と
な
る
所
得
４
０
０
万
円
以
下
で
す
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
度
差
し
押
さ
え

件
数
は
２
５
９
件
に
も
達
し
、
差
し
押

さ
え
件
数
の
う
ち
所
得
４
０
０
万
円
以

下
が
１
４
６
世
帯
と
56
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

資
格
証
明
書
や
短
期
証
の
発
行
も
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し

て
医
療
に
か
か
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
高
す
ぎ
る
国
保
料
の
減
額
が
必
要

で
す
。

国
の
社
会
保
障
費
削
減
が

高
額
保
険
料
に

国
の
国
保
へ
の
国
庫
負
担
率
は
、
下

が
り
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
の
異
常
な

高
額
な
国
保
料
は
、
国
の
社
会
保
障
費

削
減
が
国
保
料
の
高
騰
を
招
い
て
い
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
憲
法
25

条
に
基
づ
く
社
会
保
障
の
柱
で
す
。
保

険
料
の
値
上
げ
は
、
負
担
能
力
に
応
じ

て
税
金
や
保
険
料
を
納
め
、
所
得
を
再

配
分
す
る
と
い
う
税
金
や
社
会
保
障
の

機
能
を
弱
め
る
も
の
で
す
。

左
の
表
は
「
国
庫
負
担
率
と
国
保
料

収
納
率
の
変
化
」
で
す
。

区
議
団
「
国
民
健
康
保
険
料
を
協

会
け
ん
ぽ
並
に
引
き
下
げ
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案

意
見
書
は
、
前
文
で
、
国
保
財
政
へ

の
公
費
負
担
は
、
国
と
都
道
府
県
で
４
・

６
兆
円
、
そ
の
う
ち
国
が
75
％
、
都
道

府
県
が
25
％
を
負
担
し
て
い
る
と
し
、

こ
れ
を
１
兆
円
増
や
せ
ば
、
国
保
料
を

協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
引
き
下
げ
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
、

①
全
国
知
事
会
が
求
め
て
い
る
国
保
へ

の
公
費
負
担
を
約
１
兆
円
増
や
す
こ
と
。

②
国
保
に
し
か
な
い
「
人
頭
税
」
と
も

言
え
る
「
均
等
割
」
「
平
等
割
（
世
帯

割
）
」
の
見
直
し
等
を
求
め
る
内
容
で

す
。党

区
議
団
は
、
国
に
対
し
、
高
す
ぎ

る
国
保
料
を
「
協
会
け
ん
ぽ
」
並
み
に

引
き
下
げ
る
た
め
に
、
全
国
知
事
会
な

ど
も
強
く
要
望
し
て
い
る
公
費
の
投
入

で
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
な
ど
を

強
く
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
ま

し
た
が
、
他
会
派
の
賛
同
は
得
ら
れ
ず
、

見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
注
：
紹
介
し
ま
し
た
表
は
、
今
年
10
月
の
決

算
特
別
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料
で
す
。
）
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２
０
１
８
年
「
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

寄
せ
ら
れ
た
声
を
紹
介
し
ま
す
。
（
随
時
紹
介
）

＠
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
と
思
う
。
国

会
中
継
な
ど
み
て
も
一
番
迫
力
が

あ
る
。
で
も
「
党
名
」
を
考
え
る

時
に
来
て
い
る
の
か
な
。
で
も
信

条
を
曲
げ
ず
に
い
る
こ
と
も
大
事

か
な
。
何
よ
り
市
民
（
国
民
）
の

こ
と
を
一
番
考
え
て
い
る
と
思
う

（
60
代
）

＠
安
倍
首
相
、
そ
の
取
り
巻
き
が
推

し
て
い
る
改
憲
案
の
最
大
の
問
題

は
九
条
で
は
な
く
個
人
の
自
由
を

制
限
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
他
の

条
文
の
改
憲
に
あ
る
と
思
う
の
で
、

九
条
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
改

憲
を
阻
止
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
下

さ
い
！
（
40
代
）

＠
も
っ
と
協
調
性
を
も
つ
こ
と
。

（
60
代
）

＠
「
イ
カ
サ
マ
小
池
党
」
等
、
立
憲

民
主
以
外
の
野
党
は
弱
小
化
す
る

で
し
ょ
う
。
主
義
主
張
を
貫
き､

振

れ
な
い
共
産
党
主
導
で
、
是
非
野

党
共
闘
を
願
い
ま
す
。
「
安
倍
打

倒
」
で
！
（
70
代
）

＠
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
レ
ジ
ブ
袋
）
削

減
。
（
70
代
）

＠
庶
民
の
目
線
・
感
覚
に
基
づ
い
て

政
策
提
言
し
て
、
あ
る
程
度
柔
軟

性
の
あ
る
対
応
を
望
み
ま
す
。

（
60
代
）

お

願

い

引
き
続
き
「
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


